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種
子
島
産
婦
人
科
医
院
で
は
、
令
和
５
年
度
４
月
か

ら
鳥
巢
弘
道
先
生
が
院
長
に
就
任
し
、
新
し
く
鬼
ケ
原

幹
久
先
生
が
副
院
長
と
し
て
着
任
さ
れ
、
産
科
医
２
人

体
制
で
種
子
島
の
産
科
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

　

当
院
で
は
、妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
こ
と
や
母
乳
外
来
・

育
児
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
外
に
も
、
次
の
よ
う

な
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
不
妊
治
療

②
更
年
期
障
害
の
お
悩
み
に
対
応

③
月
経
の
お
悩
み
に
対
応

④
が
ん
検
診

⑤
学
生
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②

新体制  種子島産婦人科医院のご紹介

▲当院HP

■問合せ先　種子島産婦人科医院　☎ 22‐0260
　　　　　　【受付】8時 30分～ 11時、13時 30分～ 16時【休診日】　土・日・祝日

鹿屋市出身
趣味：バレーボール、料理
好きな食べ物：アクアパッツァ、カレー

副院長　鬼
おにがはら

ケ原幹
もとひさ

久 先生
福岡県出身
趣味：読書、映画鑑賞、音楽
好きな食べ物：奥さんの手作りコロッケ

院長　鳥
とりす

巢弘
ひろみち

道 先生

　受診された患者様に「受診してよかった。
安心した」と言っていただける医療を行って
いきたいと思います。住吉先生、前田先生か
ら受け取ったこの大事なバトンを鬼ケ原先生
と二人でしっかりと引継ぎ、今後も種子島の
女性と赤ちゃんのために頑張っていきます。
　皆さん、何か心配なこと、不安なことがあ
ればいつでも相談に来てくださいね。一緒に
話し合いながら一番いい方法を見つけていき
ましょう。

　「離島でも標準医療を提供する」ということ
が、私の目標の一つです。すべてが都市圏と
同じというわけにはいきませんが、可能な範
囲で島内で医療を完結できるように、日々精
進いたします。
　鳥巢院長に負けないくらいの熱さ、丁寧さ
をもって、安全な標準医療の提供、地域の皆
様に愛される病院づくりに邁進していきます。
種子島の皆さん、是非とも、よろしくお願い
します。

〇４月から鳥巢先生が院長に、新たに鬼ケ原先生が副院長に着任
　　　　　　　　　　　　気になることがあれば、お気軽にご相談ください！

マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
か
ら

マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ
か
ら

　

産
後
の
心
身
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
に

　

産
後
の
心
身
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
に

【
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
】
対
象
：
妊
娠
15
週
以
降
の
方

　

日
時
：
第
１
・
３
木
曜
日　

10
時
〜
11
時

【
産
後
ヨ
ガ
】
対
象
：
産
後
１
年
ま
で
の
方

※
赤
ち
ゃ
ん
（
１
歳
ま
で
）
も
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す

　

日
時
：
第
２
・
４
木
曜
日　

10
時
〜
11
時

〇
場
所
：
当
院
会
議
室　

〇
会
費
：
１
回　

１
，
０
０
０
円
（
当
日
講
師
へ
）

〇
準
備
す
る
も
の
：
飲
み
物
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、

　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
貸
出
有
）

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
：
前
日
ま
で
に
電
話
・
外
来
窓
口
で
申
込

※
定
員
１
回
４
名
（
人
数
調
整
を
行
う
場
合
有
）

※
初
回
参
加
前
に
診
察
し
参
加
許
可
証
を
発
行

〇
講
師
：
林
崎
恊
子
氏
（
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

市政の窓 2023.7 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

③

森
サ
チ
子
さ
ん　

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

▲森サチ子さん（ベッド中央） 　

サ
チ
子
さ
ん
は
、

サ
チ
子
さ
ん
は
、
大
正
12
年
６
月
５

日
に
７
人
兄
妹
の
第
１
子
と
し
て
お
生

７
人
兄
妹
の
第
１
子
と
し
て
お
生

ま
れ
に
な
り
、
結
婚
後
は
２
男
３
女
の

ま
れ
に
な
り
、
結
婚
後
は
２
男
３
女
の

子
宝
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
昭
和

子
宝
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
昭
和
3131
年
に
年
に

開
拓
団
と
し
て
馬
毛
島
へ
渡
り
農
業
に

開
拓
団
と
し
て
馬
毛
島
へ
渡
り
農
業
に

励
み
、

励
み
、
昭
和
昭
和
5454
年
か
ら
川
迎
に
お
住
ま

年
か
ら
川
迎
に
お
住
ま

い
で
す
。

い
で
す
。

　
「
川
迎
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
高

　
「
川
迎
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
高

齢
に
な
っ
て
か
ら
も
自
宅
で
暮
ら
す
こ

齢
に
な
っ
て
か
ら
も
自
宅
で
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
、
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た

と
が
で
き
、
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た

い
」
と
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
、

い
」
と
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
、
笑
顔
も

笑
顔
も

み
ら
れ
ま
し
た
。

み
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
く
お
元
気
に
お
過

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
く
お
元
気
に
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

ご
し
く
だ
さ
い
。

わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会　

４
年
ぶ
り
に
開
催
！

わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会　

４
年
ぶ
り
に
開
催
！

　

５
月

　

５
月
2828
日
（
日
）、
市
営
相
撲
場
（
わ

日
（
日
）、
市
営
相
撲
場
（
わ

か
さ
公
園
内
）
で
第

か
さ
公
園
内
）
で
第
3434
回
西
之
表
市
わ

回
西
之
表
市
わ

ん
ぱ
く
相
撲
大
会
が
、
４
年
ぶ
り
に
開

ん
ぱ
く
相
撲
大
会
が
、
４
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

個
人
戦
に
は
、
市
内
の
小
学
校
か
ら

　

個
人
戦
に
は
、
市
内
の
小
学
校
か
ら

8787
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
団
体
戦
に
は
、

人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
団
体
戦
に
は
、

合
同
チ
ー
ム
も
含
め

合
同
チ
ー
ム
も
含
め
1313
チ
ー
ム
が
出
場

チ
ー
ム
が
出
場

し
、
ち
び
っ
こ
力
士
た
ち
が
熱
戦
を
繰

し
、
ち
び
っ
こ
力
士
た
ち
が
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
多
く
の

り
広
げ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
多
く
の

観
戦
者
が
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
取
組

観
戦
者
が
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
取
組

に
多
く
の
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

に
多
く
の
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
現
和
校
区
出
身
力
士
の

　

ま
た
、
本
市
現
和
校
区
出
身
力
士
の

島
津
海
関
（
本
名
：
中
園
空
さ
ん
）
か

島
津
海
関
（
本
名
：
中
園
空
さ
ん
）
か

ら
も
、
ち
び
っ
こ
力
士
た
ち
へ
指
し
入

ら
も
、
ち
び
っ
こ
力
士
た
ち
へ
指
し
入

れ
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

れ
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

▲ 小学６年男子個人戦決勝の取組

　

５
月

　

５
月
1111
日
（
木
）、

日
（
木
）、
J
A
J
A
種
子
屋
久
会

種
子
屋
久
会

議
室
で
、
熊
毛
地
区
製
茶
共
進
会
が
開

議
室
で
、
熊
毛
地
区
製
茶
共
進
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
生
産
者
を
交
え
て
の

催
さ
れ
ま
し
た
。
生
産
者
を
交
え
て
の

開
催
は
３
年
ぶ
り
と
な
り
、
生
産
者
か

開
催
は
３
年
ぶ
り
と
な
り
、
生
産
者
か

ら
は
合
計

ら
は
合
計
2929
点
の
お
茶
が
出
品
さ
れ
ま

点
の
お
茶
が
出
品
さ
れ
ま

し
た
。

し
た
。

　

審
査
員
６
名
に
よ
る
外
観
・
香
気
・

　

審
査
員
６
名
に
よ
る
外
観
・
香
気
・

水
色
・
滋
味
の
審
査
が
行
わ
れ
、
そ
の

水
色
・
滋
味
の
審
査
が
行
わ
れ
、
そ
の

結
果
、
本
市
の
坂
本
江
里
子
さ
ん
（
坂

結
果
、
本
市
の
坂
本
江
里
子
さ
ん
（
坂

本
茶
業
）
が
第
１
等
に
輝
き
ま
し
た
。

本
茶
業
）
が
第
１
等
に
輝
き
ま
し
た
。

　

坂
本
さ
ん
は
「
こ
の
結
果
を
大
変
嬉

　

坂
本
さ
ん
は
「
こ
の
結
果
を
大
変
嬉

し
く
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
品
質
の
良
い

し
く
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
品
質
の
良
い

お
茶
生
産
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き

お
茶
生
産
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

熊
毛
地
区
製
茶
共
進
会

種目 優勝 準優勝 三位

団体戦 Ｗｉｎｎｅｒ
下西

住吉ガジュ
マリンズ

現和どすこい
ファイターズ

個
人
（
女
子
）

小学 1年 岡留　礼愛
（榕城）

榎本　茉椛
（現和）

本城　柑奈
（現和）

小学 2年 石川　愛
（下西）

日髙　琴心
（下西）

中村　咲笑
（榕城）

小学 3年 日髙　苺千香
（下西）

塰河　芽依
（下西）

春山　來未
（国上）

小学 4年 石元　陽向
（安納）

沖野　美里
（安納）

小倉アシャン
ティ咲良
（榕城）

小学 5年 長野　美空
（榕城）

野﨑　茉歩
（榕城）

鏑木　麻央
（下西）

小学 6年 深田　那々美
（住吉）

緒方　禾弥
（榕城）

𠮷元　心菜
（下西）

個
人
（
男
子
）

小学 1年 矢野　海里
（榕城）

大田　尚和
（現和）

下園　幸成
（現和）

小学 2年 立石　洋之介
（住吉）

田中　結大
（安城）

中園　　翔
（榕城）

小学 3年 野村　智也
（住吉）

日高　脩翔
（住吉）

榎本　睦弥
（現和）

小学 4年 吉元　貫
（下西）

畠中　禅心
（現和）

大﨑　一轟
（上西）

小学 5年 濱上　蒼介
（住吉）

中野　麗斗
（榕城）

種子田泰樹
（榕城）

小学 6年 園田　樹
（現和）

榎元　優鷺
（安城）

畠中　琉伸
（現和）
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ま・ち・の・わ・だ・い

④

　

５
月

　

５
月
1717
日日((

水水))

、「
民
生
委
員
児
童

、「
民
生
委
員
児
童

委
員
の
活
動
強
化
週
間
」
に
合
わ
せ
て
、

委
員
の
活
動
強
化
週
間
」
に
合
わ
せ
て
、

民
生
委
員
児
童
員
の
皆
さ
ん
が
市
内
４

民
生
委
員
児
童
員
の
皆
さ
ん
が
市
内
４

か
所
の
主
要
施
設
で
広
報
活
動
を
行
い

か
所
の
主
要
施
設
で
広
報
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
に

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
に

お
い
て
、
人
び
と
の
笑
顔
、
安
全
、
安

お
い
て
、
人
び
と
の
笑
顔
、
安
全
、
安

心
の
た
め
に
様
々
な
取
組
を
推
進
し
て

心
の
た
め
に
様
々
な
取
組
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　
「
生
活
上
の
心
配
ご
と
、
困
り
ご
と
を

　
「
生
活
上
の
心
配
ご
と
、
困
り
ご
と
を

ご
相
談
く
だ
さ
い
」
と
声
か
け
を
行
い

ご
相
談
く
だ
さ
い
」
と
声
か
け
を
行
い

な
が
ら
、
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。

な
が
ら
、
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

活
動
強
化
週
間
広
報
活
動

熊
毛
地
区
消
防
組
合
合
同
救
助
訓
練　
５
月
19
日
（
金
）、
中
種
子
町
油
久
地

内
の
送
電
鉄
塔
で
、
熊
毛
地
区
消
防
組

合
と
九
州
電
力
送
配
電
（
株
）
に
よ
る

合
同
救
助
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

66
K
V
高
圧
送
電
鉄
塔
を
実
際
に

使
用
し
、
高
圧
送
電
鉄
塔
で
の
作
業
中

に
事
故
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
、

感
電
防
止
・
安
全
確
保
等
の
二
次
災
害

防
止
を
目
的
と
し
た
情
報
連
絡
訓
練
と

塔
上
救
出
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

西
之
表
消
防
署
の
栁
田
継
司
司
令
補

は
「
今
後
も
合
同
で
の
訓
練
を
継
続
し
、

救
助
技
術
向
上
と
連
携
強
化
を
図
っ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

６
月

　

６
月
1111
日
（
日
）、
市
民
体
育
館
で
ス

日
（
日
）、
市
民
体
育
館
で
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
交
歓
ス
ポ
ー
ツ
祭
が
開

ポ
ー
ツ
少
年
団
交
歓
ス
ポ
ー
ツ
祭
が
開

催
さ
れ
、
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

催
さ
れ
、
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
1111

団
体
の
約
１
５
０
人
の
団
員
と
そ
の
保

団
体
の
約
１
５
０
人
の
団
員
と
そ
の
保

護
者
、
指
導
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

護
者
、
指
導
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
祭
は
運
動
会
形
式
で
行
わ

　

ス
ポ
ー
ツ
祭
は
運
動
会
形
式
で
行
わ

れ
、
団
対
抗
リ
レ
ー
や
綱
引
き
な
ど
で

れ
、
団
対
抗
リ
レ
ー
や
綱
引
き
な
ど
で

子
ど
も
た
ち
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

子
ど
も
た
ち
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

ま
た
、
指
導
者
競
技
と
し
て
ニ
ュ
ー

　

ま
た
、
指
導
者
競
技
と
し
て
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
セ
ブ
ン
ボ
ー
ル
や
、
親
子

ス
ポ
ー
ツ
の
セ
ブ
ン
ボ
ー
ル
や
、
親
子

参
加
型
の
競
技
も
行
わ
れ
、
会
場
は
大

参
加
型
の
競
技
も
行
わ
れ
、
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
歓
ス
ポ
ー
ツ
祭

　

５
月

　

５
月
2323
日
（
火
）、
現
和
小
学
校
３
・

日
（
火
）、
現
和
小
学
校
３
・

４
年
生
の
児
童

４
年
生
の
児
童
1515
名
が
、
落
花
生
の
植

名
が
、
落
花
生
の
植

え
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

え
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
和
地
区
は
、
種
子
島
で
の
落
花
生

　

現
和
地
区
は
、
種
子
島
で
の
落
花
生

栽
培
発
祥
の
地
と
言
わ
れ
て
お
り
、
記

栽
培
発
祥
の
地
と
言
わ
れ
て
お
り
、
記

念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
は
指
で
土
に
穴
を
あ
け
、
種
を

　

児
童
は
指
で
土
に
穴
を
あ
け
、
種
を

置
い
た
後
、
足
で
土
を
か
ぶ
せ
ま
し
た
。

置
い
た
後
、
足
で
土
を
か
ぶ
せ
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
は
「
間
隔
を
開
け
て
植
え

　

児
童
か
ら
は
「
間
隔
を
開
け
て
植
え

て
い
く
の
は
難
し
か
っ
た
」「
自
分
た
ち

て
い
く
の
は
難
し
か
っ
た
」「
自
分
た
ち

で
植
え
た
落
花
生
を
収
穫
す
る
の
が
楽

で
植
え
た
落
花
生
を
収
穫
す
る
の
が
楽

し
み
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

し
み
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

児
童
が
落
花
生
を
植
え
付
け

栽
培
発
祥
の
地 

現
和
地
区
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特定健診・がん検診 7/20（木）～ 7/23（日）特定健診・がん検診 7/20（木）～ 7/23（日）

※６月集団健診で実施できなかった国上校区、現和校区、古田校区についても割り当てをしています。※６月集団健診で実施できなかった国上校区、現和校区、古田校区についても割り当てをしています。
※上記以外での受診も可能ですが、設定した地域の方を優先してご案内しますので、ご了承ください。※上記以外での受診も可能ですが、設定した地域の方を優先してご案内しますので、ご了承ください。
■問合せ先■問合せ先
　市役所健康保険課国保年金係 ☎ 22‐1111内線 308、保健センターすこやか ☎ 24‐3233　市役所健康保険課国保年金係 ☎ 22‐1111内線 308、保健センターすこやか ☎ 24‐3233

受付時間 7/20（木） 7/21（金） 7/22（土） 7/23（日）

7時 30 分
～ 8時 10 分 中目 松畠 上之原町・竹鶴・城 野首・今年川

桃園・納曽

8時 30 分
～ 8時 50 分

田屋敷・池田
岳之田・平田・本立 天神町 小牧野・鴨女町 美浜町

9時
～ 9時 20 分

現和上之町・現和下
之町・川氏・近政 田之脇・浅川・武部 古田校区 浦田・湊・寺之門

9時 30 分
～ 9時 50 分 庄司浦・西俣 小牧・牧之峯 国上中目・奥・久保田 桜園・白石・野木平

10時
～ 10時 20分

東町・西町
上西校区
伊関校区
安納校区

朝日が丘・洲之崎
安城校区
立山校区
中割校区

中野

下西校区

中西

住吉校区

　保健センターすこやかで集団健診（特定健診・がん検診）を実施します。　保健センターすこやかで集団健診（特定健診・がん検診）を実施します。
　運営対策として、　運営対策として、集落単位で受付時間を設定集落単位で受付時間を設定しますので、ご理解ご協力のほどよろしますので、ご理解ご協力のほどよろ
しくお願いします。※受診券は「はがき」→「A4用紙」に変わります。しくお願いします。※受診券は「はがき」→「A4用紙」に変わります。

日程を変更しました日程を変更しました

校区 氏名 校区 氏名

榕城上方

榎本　ユリ子

榕城下方

榎本　和枝
遠藤　いよ子 楢原　幽美子
神田　あつ子 鮫島　利　枝
上籠　明美 榎本　澄江
𠮷田　郁代 木原　すずえ
小倉　文子 加世田　佳子
新藤　久美子 村井　ムツヨ
松園　功　 久保田　銀子
松園　とし子 土井　浩子
安山　昌代 濱添　むつ子
羽生　恭子

国上

落合　ミチヨ

下西

榎本　浪子 髙石　尚美
大石　由美子 河本　てる子
春田　祥子 青野　恵子
長瀬　なみ子

安納
中園　由美子

住吉 羽嶋　栄子 花木　米子
安城 川畑　美和子 伊関 沖田　実子
古田 澤柳　ひとみ 現和 﨑田　みよこ

　

６
月
５
日
（
月
）、
保
健
セ
ン
タ
ー

す
こ
や
か
で
、「
西
之
表
市
食
生
活
改

善
推
進
員
委
嘱
状
交
付
式
」
を
開
催
し
、

推
進
員
36
名
に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し

た
。（
会
員
は
左
表
の
と
お
り
）

　

ピ
ン
ク
色
の
シ
ャ
ツ
と
「
私
た
ち
の

健
康
は
私
た
ち
の
手
で
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
、
こ
れ
か
ら
も
食
と
健
康
に

関
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
市
民
の

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

西
之
表
市
食
生
活
改
善
推
進
員

に
委
嘱
状
交
付

令和 5年度
西之表市食生活改善推進員名簿
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⑥

令和5年度 西之表市職員採用試験令和5年度 西之表市職員採用試験
「人・自然・文化－島の宝が育つまち」　「人・自然・文化－島の宝が育つまち」　
　   あなたの熱い想いで、共に創りませんか。　   あなたの熱い想いで、共に創りませんか。
　本市では、令和 5年度職員採用試験を次のとおり実施します。
　詳細は、市ホームページで試験案内を確認の上、申込書等を市総務課まで持参または郵送してください。

試験区分 受　験　資　格

一般行政職 　昭和 63年 4月 2日以降に生まれた方で、学校教育法に基づく高等学校（同等資格を含む）
以上の学歴を有する方または令和 6年３月までに卒業見込みの方

農業技術職
　昭和 63年 4月 2日以降に生まれた方で、次のいずれかの要件を満たす方
①学校教育法に基づく高等学校（同等資格を含む）以上の学校で農業の学科を履修し卒業し
た方または令和 6年３月までに卒業見込みの方

土木技術職

　昭和 53年 4月 2日以降に生まれた方で、次のいずれかの要件を満たす方
①学校教育法に基づく高等学校（同等資格を含む）以上の学校で土木の学科を履修し卒業し
た方または令和 6年３月までに卒業見込みの方
②１級または２級土木施工管理技士の資格を有する方または令和 6年３月までに取得見込
みの方

建築技術職

　昭和 43年 4月 2日以降に生まれた方で、次のいずれかの要件を満たす方
①学校教育法に基づく高等学校（同等資格を含む）以上の学校で建築の学科を履修し卒業し
た方または令和 6年３月までに卒業見込みの方
②１級または２級建築士の資格を有する方または令和 6年３月までに取得見込みの方

保健師 　昭和 58 年 4月 2日以降に生まれた方で、保健師の資格を有する方または令和 6年３月ま
でに取得見込みの方

※上記試験区分の職の合計で 7名程度の採用を予定しています。
※技術職（農業・土木・建築・保健師）についても、人材育成の観点から専門的業務のほか、一般行政事
務にも携わる場合があります。

西之表市　採用試験

【試験日および内容】
①第１次試験　9月 17日（日）
　教養試験（択一式）、適性検査、作文試験
②第２次試験　10月下旬を予定（合格者に別途通知）
　個別面接（予定）
【試験場所】
①第１次試験　西之表市役所会議室または鹿児島
市内会場（希望者数に応じ後日決定）
②第２次試験　西之表市役所会議室（予定）
【申込受付期間】7月 3日（月）～ 8月 10日（木）
※郵送申込の場合は消印有効
【提出書類】受験申込書兼受験票、エントリーシート
※自筆記入、写真貼付（２か所）
【申込方法】郵送または直接持参
※受験票を交付しますので、必ず本人が申し込ん
でください。
　受験申込書は、7月 3日から市役所総務課人事
係に備付。（市ホームページからもダウンロードで
きます）

　郵便で請求するときは、封筒の表に「受験申込書
請求」と朱書し、94円切手を貼った宛先明記の返
信用封筒（長形 3号 12㎝× 23.5 ㎝）を同封して
ください。
【その他】
　記載内容等に不備がある場合、申込みを受け付け
られないことがありますので、注意事項をよく読ん
で、丁寧に、遺漏のないように記入してください。
※自然災害等で試験の延期、中止等が必要と判断し
た場合およびそのような事態が予想される場合は、
市ホームページに随時情報を掲載します。

■申込・問合せ先
　〒 891‐3193
　西之表市西之表 7612番地
　西之表市役所総務課人事係
　☎（0997）22‐1111内線 204

jinji@city.nishinoomote.lg.jp

試験場所に試験場所に鹿児島会場鹿児島会場もも
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【受験資格】
　平成 5年 4月 2日から平成 18年 4月 1日まで
に生まれた方で、高等学校以上の学校を卒業、また
は令和 6年 3月 31 日までに卒業見込の方で、次
の各号に該当する方。
①採用時までに普通自動車運転免許 (AT 車限定不
可）以上の免許を取得できること
②西之表市に居住できること
※その他にも条件がありますので、詳細はお問い合
わせください。
【試験区分・採用予定人員】
消防職（7名程度）
【職務内容】
消防に関する業務
※最終合格者は、熊毛地区消防組合消防本部・各署
所に勤務することになりますが、採用時は「消防本
部・西之表消防署」勤務になります。
【試験日程】
第１次試験　9月 17日（日）
第２次試験　11月上旬
【会場】
熊毛地区消防組合消防本部
　　　（西之表市鴨女町 248番地）
【受験申込書の請求方法】
〇熊毛地区消防組合総務課で配布
〇郵送で請求する場合は、封筒の表に「受験申込書

請求」と朱書し、84 円切手を貼ったあて先明記
の返信用定型封筒（12cm× 23.5cm以下）を必
ず同封の上、申込み先に請求
【提出書類】〇受験申込書（熊毛地区消防組合総務
課備付、ホームページ掲載）
〇履歴書…新規高卒見込者は「全国高等学校統一
応募様式」、それ以外は「JIS 規格の履歴書用紙」（A4
版自筆記載、写真貼付）
〇最終学歴の卒業証明書または卒業見込証明書
〇写真1枚（縦4㎝×横3㎝）※1ヶ月以内に無帽・
正面から撮影したもので、裏に氏名を記入。
【受験手続】受験申込書に必要事項を記入のうえ、
先の書類と返信用定型封筒（12㎝×23.5㎝以下）、
切手 404円分を添えて提出してください。
【受付期間】7月 10 日（月）～ 8月 18 日（金）
※消印有効
※受験票は、試験当日必ず持参して下さい。
※申込時に提出された書類は一切お返ししません。

■請求・提出・問合せ先
　熊毛地区消防組合総務課　職員採用試験担当
　〒 891-3116　西之表市鴨女町 248番地
　☎ 0997‐23‐0119
　http://kumage‐119.jp/

　消防組合　消防組合
　ＨＰへ　ＨＰへ熊毛地区消防組合 ▲▲

令和 5年度 熊毛地区消防組合職員採用試験令和 5年度 熊毛地区消防組合職員採用試験

　

４
月
27
日
（
木
）、
産
業
会
館
前
で
「
税
に
関
す
る

看
板
」
の
設
置
に
係
る
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

看
板
は
、
税
に
関
す
る
啓
発
を
目
的
と
し
て
長
年
設

置
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
16
年
間
の

風
雨
に
よ
り
老
朽

化
が
進
ん
で
い
た

こ
と
か
ら
、
新
し

い
看
板
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　

４
月
に
看
板
が

完
成
し
、
看
板
に

は
令
和
４
年
度
の

税
に
関
す
る
作
品

で
、
種
子
島
税
務

署
長
賞
を
受
賞
し

た
小
川
紗
李
奈
さ

ん
（
当
時
、
榕
城

小
６
年
）
の
標
語

が
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

■
問
合
せ
先　

種
子
島
税
務
署

　

☎
２
２
‐
０
４
４
０

税
に
関
す
る
看
板
の
設
置

▲（右から）小川さん、税務署  東署長、種子屋久税務関係団体長連絡協議会  東会長、▲（右から）小川さん、税務署  東署長、種子屋久税務関係団体長連絡協議会  東会長、
　　　　　　種子屋久納税貯蓄組合連合会  山中会長　　　　　　種子屋久納税貯蓄組合連合会  山中会長
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⑧

　「国民健康保険」、「後期高齢者医療保険」の保険証は、7月 31日（月）が有効期限です。
　新しい保険証を 7月下旬までに郵送しますので、記載内容の確認をお願いします。

保 険 証 保 険 証 の の 更 新 更 新 を 行 い ま すを 行 い ま す

　８月１日以降に、市役所健康保険課窓口また
はご自身で破棄をお願いします。

【国民健康保険の保険証】
　世帯内加入者分を世帯主へまとめて郵送します。
【後期高齢者医療保険の保険証】
　被保険者ごとに郵送します。

※次のいずれかに該当する方は届出が必要です。
7月 7日（金）までにご連絡ください。
① 住所地以外へ送付希望の方
②市役所窓口での受け取りを希望する方
③入所施設以外へ送付希望の方

7/31（月）7/31（月）有効期限有効期限 国民健康保険 後期高齢者医療保険

■問合せ先　市役所健康保険課国保年金係　☎ 22‐9022（直通）

期限切れの保険証の回収方法

新しい保険証の交付方法

   ● 加入者が減った場合（資格喪失）
　社会保険に加入した方や転出した方の保険証
が、交付されたままになっている場合は、保険
税が二重払いとなりますので、手続きをお願い
します。（後期高齢者医療保険へ移行した場合は
手続き不要です）
【手続きに必要なもの】
　新しく加入した職場の保険証、身分証明書

 ● 加入者が増えた場合（資格取得）
　社会保険を喪失した方や転入した方の保険証
が交付されていない場合は、保険診療が受けら
れませんので、手続きをお願いします。
【手続きに必要なもの】
　社会保険を喪失した証明書、身分証明書

保険加入・脱退の手続き

国民健康保険の保険証

00000000 00000000
令和＊年＊月＊日

西之表　太郎
昭和＊＊年＊月＊日 男

令和＊＊年＊月＊日
西之表　太郎
西之表市西之表 7612

00000

見  本見  本

00000000 令和＊年＊月＊日
西之表市西之表 7612

西之表　太郎
昭和＊＊年＊月＊日 男
令和＊＊年＊月＊日
令和＊＊年＊月＊日 令和＊年＊月＊日
1割

00000000 見  本見  本

後期高齢者医療保険の保険証

　2024（令和 6）年以降は、紙の保険証の発行を
取り止め、マイナンバーカードと一本化する方向で、
検討が進められています。
　マイナンバーカードの保険証登録をお願いします。

↓この封筒が特定記録にて届きます。↓この封筒が特定記録にて届きます。
　必ずご確認ください。　必ずご確認ください。
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⑨

　「お知らせ」、「募集」、「イベント」などの情報を
お届けします。

お 知 ら せ

　SNSで市政情報を発信しています。
　検索いただき、SNS一覧からご確認ください。 西之表市　SNS

‐SNS による情報発信‐

■問合せ先
　自衛隊種子島駐在員事務所
　（種子島合同庁舎 1階）
　☎ 23‐0299

自衛官を募集します

◆一般曹候補生募集採用試験
【種目】一般曹候補生
【受付期間】7月 1日（土）～ 9月 5日（火）
【試験日】
〈１次〉9月 16日（土）～ 9月 17日（日）
〈2次〉10月 22日（日）～ 10月 24日（火）
【応募資格】18歳以上 33歳未満の方
◆航空学生募集採用試験
【種目】航空学生
【受付期間】7月 1日（土）～ 9月 7日（木）
【試験日】
〈１次〉9月 18日（月）
〈2次〉10月 14日（土）～ 10月 19日（木）
〈3次〉［海］11月 17日（金）～ 12月 13日（水）
　　　 ［空］11月 11日（土）～ 12月 14日（木）
【応募資格】
［海］18歳以上 23歳未満の方
［空］18歳以上 21歳未満の方
◆自衛官候補生募集採用試験
【種目】自衛官候補生
【受付期間】年間を通じて行っています。
【試験日】受付時にお知らせします。
【応募資格】18歳以上 33歳未満の方
※会場は全て種子島合同庁舎
※詳細はお問い合わせください

■問合せ先
西之表消防署　☎ 22‐0119

甲種防火管理新規講習会を開催します

　令和５年度防火管理新規講習を次のとおり開催

します。

【会場】西之表市民会館（種子島会場）

【講習期間（2日間）】

　７月 22 日（土）10 時～ 17 時（受付 9時 30

分から）

　７月 23 日（日）10 時～ 15 時（受付 9時 30

分から）

※遅刻・早退は認めません（時間厳守）

【受付期間】７月１日（土）～７月 19日（水）

※定員 40名になり次第受付を終了します。

※申込書は、西之表消防署または各分遣所に備付、

ホームページ（http://kumage-119.jp/）からダ

ウンロードも可能です。

※既に資格を取得している方は受講の必要はあり

ません。

【受講料】4,700 円（教材費含む・当日徴収）

【申込書提出方法】

　西之表消防署か、分遣所に提出または郵送して

ください。郵送の場合は、封筒の表に「防火管理

新規講習受講申込書」と朱書きし、返信用封筒（切

手貼付、宛名明記）を必ず同封してください。

　詳細は受講申込書の裏面の注意事項をご確認下

さい。
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　今年のサマージャンボは、1等・前後賞合わせ
て 7億円。
　同時発売のサマージャンボミニは、1等・前後
賞合わせて 3,000 万円となっています。
【発売期間】7月 4日（火）～ 8月 4日（金）
【抽選日】８月 18日（金）
【発売場所】全国の宝くじ売り場、インターネット
◎サマージャンボ宝くじ
1等 /５億円× 24本
1等の前後賞 /1億円× 48本
1等の組違い賞 /10万円× 2,376 本
2等 /5万円× 2,400 本
3等 /1万円× 240,000 本 他
※発売総額 720億円（24ユニットの場合）
◎サマージャンボミニ
1等 /2,000 万円× 28本
1等の前後賞 /500万円× 56本
2等 /100 万円× 4,900 本
3等 /3千円× 700,000 本
※発売総額 210億円（7ユニットの場合）
　この宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよ
いまちづくりに使われます。

サマージャンボ宝くじ・
　　サマージャンボミニ発売！

■問合せ先
市役所財産監理課財政係

　☎ 22‐1111内線 279

あなたも子育てネットワークに参加しませんか？
ファミリー・サポート・センター会員募集

　「西之表市ファミリー・サポート・センター」は、
子育ての「手助けをしてほしい方（おねがい会員）」
と「お手伝いをしたい方（まかせて会員）」が会員
となり、お互いに助け合う相互援助の組織です。
会員になるためには、登録が必要です。
【募集会員】
①おねがい会員…市内在住で生後３か月～小学６
年生までの子どもの保護者。
②まかせて会員…市内在住で心身ともに健康で子
育て支援（預かり）に意欲がある 20歳以上の方。
③両方会員…市内在住で「おねがい会員」「まかせ
て会員」どちらにも登録できる方。
【援助が必要になったら】
　市子育て支援センター、福祉事務所子育て支援
係へご連絡ください。（例 「冠婚葬祭や学校行事で
子どもを預かってほしい」、「病院受診の時間に預
かってほしい」、「母親がリフレッシュしたい」など）
※急なおねがいの場合、対応できる「まかせて会員」
が見つからないこともありますので、ご了承くだ
さい。
【報酬基準】

※援助活動の時間終了後、活動時間に応じた料金
を「おねがい会員」から「まかせて会員」へ支払
います。なお、「まかせて会員」へは、上記と別途
で市助成金（180円 /30 分）が支払われます。
※子どもを預かる場所は、原則「まかせて会員」
の自宅となりますが、子育て支援センターでもお
預かりできます。（要相談）
　その他、詳細については、お問い合わせください。

■問合せ先
市福祉事務所子育て支援係
　☎ 22‐1111内線 322・328
　市子育て支援センター
　☎ 23‐0017

時間区分 基準額
（子ども1人/30分当たり）

月曜日～金曜日
７時～ 19時 250円

上記以外の時間 300円
土・日・祝日

年末年始（12/29 ～
1/3）※ 1/1 は除く

300円

　九州電力送配電㈱では、毎年８月の「電気使用安
全月間」に合わせ、感電事故防止の活動を推進して
います。
　電線付近での魚釣りやセミなどの虫とりをしない
こと、切れた電線に絶対に触れないこと、また鉄塔
や変電所等へ近づかないようにお願いします。

九州電力送配電㈱から
感電事故防止のお願い

■問合せ先
九州電力送配電㈱熊毛配電事業所

　☎ 0800‐777‐9452（無料電話）
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　本市出身者や本市に縁のある方と地元の方々が、ゴルフや交流会を通して、親睦を深めるとともに、
様々な情報交換を行うことで、本市の発展に繋がることを目的とした交流（ゴルフ）大会を開催します。
　コロナ禍のため、令和 2～ 4年度はやむなく中止となりましたが、今年度は 4年ぶりに開催します
ので多くの方のご参加をお待ちしています。ゴルフ大会のみ、交流大会のみの参加も大歓迎です。
【開催日】10月 28日（土）

【申込期間】7月 3日（月）～８月 31日（木）

■申込・問合せ先　市役所地域支援課協働推進係　☎ 22‐1111内線 214

鉄砲伝来 480 周年記念
第 13回　種子島ふるさと交流（ゴルフ）大会参加者募集

◆ゴルフ大会

【対象者】出郷者、参加希望者

【時間】8時～開会式、8時 30分～スタート

【場所】種子島ゴルフリゾート

【参加費】1,000 円

※ゴルフプレー代、昼食代は別料金です。

詳細は、事務局までお問い合わせください。

◆交流会

【対象者】出郷者、参加希望者

【時間】18時～開会

【場所】ホテルニュー種子島

【参加費】4,000 円

【開催日】8月 5日（土）
　　　　① 10時～ 11時 30分　② 13時 30分～ 15時
【場所】市民会館 301会議室
【内容】◇まだ 40歳になってないから市の検診は受けられないけど、乳がん対策でできることは？

◇ 40歳を過ぎているから市のがん検診を受けているけど、他にできることは？
◇ブレスト・アウェアネスって何？

　　　乳がんの早期発見についての情報をお伝えします！
【講師】株式会社第一生命経済研究所

人財開発コンサルティング事業部　上代 実志（かじろ みゆき 先生）
　　　　　　　　全国の色々な所で健康セミナー講師をされています。
【申込期限】7月 31日（月）まで
　参加を希望する方は電話かWEBで申込みください。

■申込・問合せ先　保健センターすこやか　☎ 24‐3233（直通）
　主催：西之表市　共催：第一生命保険株式会社

市民向け講座　乳がんセミナーのお知らせ　（※入場無料、託児あり）

　本市では、市民向け講座「乳がんセミナー」を開催します。　本市では、市民向け講座「乳がんセミナー」を開催します。
皆様のご参加をお待ちしています。お気軽にお問い合わせください。皆様のご参加をお待ちしています。お気軽にお問い合わせください。
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市政出前講座のご案内

1. 市政のしくみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（　）は所要時間…分
1 市議会のしくみ（30～ 60） 7 情報公開制度と個人情報保護制度について（40）
2 行財政改革の取組み（30） 8 市税の種類としくみ（60）
3 予算の仕組みと財政の状況（60） 9 マイナンバーカードについて（30）
4 市のまちづくりの取組みについて（40） 10 監査のしくみ（30）
5 各種助成制度について（30） 11 選挙のしくみ（30）
6 条例・規則について（30）

2．プロジェクト
1 島元気郷たねがしま（30） 3 プラチナ社会（30）
2 港町再生（30） 4 再生可能エネルギーに関する取組みについて（30）

3．環境
1 環境問題とごみの問題（40） 2 混ぜるとごみ、分けると資源（40）

4．農業
1 認定農業者制度のしくみと申請手続について（30） 3 多面的機能支払交付金制度について（30）
2 シカ被害の対策について（40）

5．保健・福祉
1 障害者福祉を知ろう（30） 6 健康講座（60～ 90）
2 医療費助成制度について（30） 7 介護予防について（40）
3 子育て支援について（30） 8 国民年金制度のあらまし（60）
4 介護保険制度について（30） 9 発達支援講座（60）
5 国民健康保険制度のしくみ（30）

6．文化・歴史・スポーツ

1 地域の歴史、文化財を知ろう（30～ 60） 2 市のスポーツ振興「誰でも気軽にできるスポーツ
活動」（60）

7．くらしと安全
1 男女共同参画社会づくり（30） 5 防災について（30～ 50）
2 消費生活相談について（30） 6 公共交通のしくみ（30）
3 交通安全（50） 7 今後の地域維持について (60)
4 水道（30） 8 空き家バンク制度について (30 ～ 60)

8．教育
1 児童生徒の学力向上（30～ 60） 3 社会教育の推進について（30～ 60）
2 いじめ問題（30～ 60）

■申込・問合せ先　市役所地域支援課協働推進係
　　　　　　　　　　　☎ 22‐1111内線 214

　市民の皆様の集まる場所に出向き、市の施策や行政の仕組みについて講話を行う出前講座を開催します。
【講座テーマ】下表のとおり、1日 2テーマ（1テーマ 30分から 90分程度）まで
【対象者】原則として市内に在住、在勤、在学している概ね 10人以上で構成された団体 ･グループの方
【時間】9時～ 21時 ( 日時の決定は担当課と要相談 )
【申込方法】開催日の 14日前までに申込書を提出してください。

西之表市　市政出前講座※申込書は、地域支援課備付および市ホームページに掲載。
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国道 58 号を見下ろす西郷隆盛像

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

【材料】（4人分）
じゃが芋 4個…600g
玉ねぎのすりおろし…大さじ 1
おろししょうが…大さじ 1
小麦粉…大さじ 2
片栗粉…大さじ 2
塩こしょう…少々
ごま油…適量

種子島の旬旬の食材を
　　　おいしく食べよう

第 194 弾第 194 弾
「じゃが芋のツナマヨガレット」「じゃが芋のツナマヨガレット」

ツナ缶…小 2缶
パセリみじん切り
　　　　　…大さじ 4
マヨネーズ…大さじ 5
粒マスタード…小さじ 2
こしょう…少々

【作り方】
① じゃが芋は細切りにしⒶの材料を加えて混ぜる。
② フライパンにごま油を入れて火にかけ、①を入れて平らにして弱火で 4～ 5分焼く。焼き色がついたフライパンにごま油を入れて火にかけ、①を入れて平らにして弱火で 4～ 5分焼く。焼き色がついた
　ら返して同様に焼く。　ら返して同様に焼く。
③ ツナ缶は汁を切ってⒷの材料を混ぜてソースを作る。
④ ②を切り分けてソースを添える。

ⒶⒶ ⒷⒷ
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～男女共同参画社会の
　　　　　　実現に向けて～

　本市では、男女共同参画社会の形成に向けた取り組みを一層推進するために「第４次西之表市男女共
同参画基本計画」（令和４年度～令和７年度）を策定しています。本計画の重点目標の１つとして「男女
共同参画社会の形成に必要な制度・慣行の見直し、意識の改革」を掲げています。
　一人ひとりがアンコンシャス・バイアス（※）を日常的に意識する習慣を身につけることで、男女共
同参画の視点から見直されるべき社会制度や慣行への気づきとその見直しに向けた主体的な行動が地域
社会の中で広がり、性別にかかわりなく誰もが個性と能力を発揮することができる多様性に富んだ活気
ある社会づくりを目指します。
　以下チェックシートを活用し、ご自身の思い込みの解消に取り組みましょう。

■問合せ先
　市役所地域支援課協働推進係
　☎ 22‐1111内線 214

チェックシート　「Yes」と思う設問の□部分にチェック☑を入れてください。
※アンコンシャス・バイアス…性別による無意識の思い込みのこと。

　内閣府 男女共同参画 無意識の思い込み 調査結果

職　場 家庭、教育、地域、その他

□仕事より育児を優先する男性は仕事へのやる気が
　低い

□親戚や地域の会合で食事の準備や配膳をするのは
　女性の役割だ

□男性なら残業や休日出勤をするのは当たり前だ □女性に理系の進路（学校・職業）は向いていない

□組織のリーダーは男性の方が向いている □男性は人前で泣くべきではない

□女性の上司には抵抗がある □女性には女性らしい感性があるものだ

□同程度の実力なら、まず男性から昇進させたり管
　理職に登用するものだ □ＰＴＡには女性が参加するべきだ

□育児期間中の女性は重要な仕事を担当すべきでない □実の親、義理の親に関わらず、親の介護は女性が　するべきだ
□女性は正規雇用にこだわらなくともよい □男性は結婚して家庭をもって一人前だ
□女性社員の昇格や管理職への登用のための特別な
　教育・訓練は必要ない □家事・育児は女性がするべきだ

□大きな商談や大事な交渉時は男性がやる方がいい □共働きでも男性は家庭よりも仕事を優先するべきだ

□事務作業などの簡単な仕事は女性がするべきだ □女性は感情的になりやすい

□男性は仕事をして家計を支えるべきだ

□女性には高い学歴やキャリアは必要ない

□自治会や町内会の重要な役職は男性が担うべきだ

【制作】内閣府男女共同参画総務課
　「性別による無意識の思い込みに関
する調査」調査結果等詳細は、ホー
ムページでご覧ください。

　

６
月
９
日
（
金
）、
種
子
島
酪
農
女
性
部

が
、
牛
乳
月
間
Ｐ
Ｒ
活
動
で
来
庁
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
酪
農
を
巡
る
環
境
が
厳
し
さ
を

増
す
な
か
、「
父
」
と
「
乳
」
を
か
け
て
種

子
島
の
牛
乳
の
消
費
を
呼
び
か
け
よ
う
と

父
の
日
に
あ
わ
せ
て
毎
年
活
動
を
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

代
表
で
訪
れ
た
宮
川
さ
ん
は
「
一
本
で

も
多
く
の
牛
乳
を
飲
ん
で
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

父
の
日
に
は
牛ち

ち乳
を
贈
ろ
う
！

酪
農
女
性
部
が
牛
乳
を
Ｐ
Ｒ

▲牛乳の様々な飲
み方など。ぜひお
試しください

⑭市政の窓 2023.7 月号



№ 246

■
問
合
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
／
２
５
８

５
月
17
日
、
第
35
回
鹿
児
島
県
子
ど
も
芸
術
祭
典
が
、
市
民
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
お
芝
居
は
、劇
団
風
の
子
九
州
に
よ
る「
ど
ん
ぶ
ら
こ
っ
こ
ど
ん
ど
こ
亭
」。

　

小
さ
な
舟
に
３
人
乗
り
込
み
、
世
界
各
地
を
巡
る
大
冒
険
。
そ
の
土
地
な
ら
で
は

の
昔
遊
び
や
物
語
を
、
音
楽
や
歌
に
合
わ
せ
て
コ
ミ
カ
ル
に
動
く
様
子
は
、
子
ど
も

達
に
驚
き
や
笑
い
を
誘
い
ま
し
た
。

　

お
芝
居
の
途
中
で
は
、
観
劇
者
参
加
型
の
演
目
も
あ
り
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
生
き
た
文
化
芸
術
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
機
会
に
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

西
之
表
市
に
お
芝
居
が
や
っ
て
き
た
！

⑮ 市政の窓2023.7 月号



知
っ
得

知
っ
得
！！

年
金
年
金 
シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

　

口
座
振
替
で
の
前
納
・
早
割
が
お
得
で
す
！

■
問
合
せ
先　

■
問
合
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

消
費
生
活

　
　
　
　
　
　

    

の
窓

■
消
費
生
活
で
困
っ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

　

西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
２
２
‐
1
1
1
1
内
線
3
０
６

　

鹿
児
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
0
9
9
‐
2
2
4
‐
0
9
9
9

　

保
護
者
が
洗
濯
し
て
い
る
間
、
子
ど
も
を
部

屋
に
わ
ず
か
な
時
間
ひ
と
り
で
待
た
せ
て
い
た

と
こ
ろ
、
ご
み
箱
に
捨
て
て
あ
っ
た
加
熱
式
た

ば
こ
の
吸
い
殻
を
つ
か
み
口
に
入
れ
て
い
た
。

す
ぐ
に
口
の
中
の
吸
い
殻
は
出
し
た
が
、
心
配

に
な
っ
た
た
め
受
診
し
た
。(

当
事
者:

10
カ
月)

〜
な
く
な
ら
な
い
乳
幼
児
に
よ
る

〜
な
く
な
ら
な
い
乳
幼
児
に
よ
る

　
　
　
　
　

加
熱
式
た
ば
こ
の
誤
飲
に
注
意
〜

　
　
　
　
　

加
熱
式
た
ば
こ
の
誤
飲
に
注
意
〜

☆
ひ
と
言
ア
ド
バ
イ
ス

◆「
加
熱
式
た
ば
こ
」は
、た
ば
こ
葉
等
を
燃
焼
さ
せ
ず
に
電
気
的
に
加
熱
し
、

霧
状
化
し
た
ニ
コ
チ
ン
等
を
吸
入
す
る
た
ば
こ
製
品
で
、
吸
い
殻
を
ご
み
箱

に
捨
て
て
も
火
災
の
危
険
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
た
ば

こ
葉
が
入
っ
た
ス
テ
ィ
ッ
ク
等
を
乳
幼
児
が
誤
飲
す
る
事
故
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

◆
使
用
前
後
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
等
は
、
乳
幼
児
の
手
が
届
か
な
い
場
所
に
保
管

し
、
乳
幼
児
の
見
え
な
い
と
こ
ろ
に
廃
棄
し
ま
し
ょ
う
。

◆
乳
幼
児
が
誤
飲
し
た
場
合
に
は
、
水
や
牛
乳
な
ど
を
飲
ま
せ
ず
、
直
ち
に

医
療
機
関
を
受
診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
最
近
で
は
、
誘
熱
体
と
し
て
金
属
片
が
内
蔵
さ
れ
た
ス
テ
ィ
ッ
ク
も
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。
乳
幼
児
が
い
る
環
境
に
喫
煙
者
が
い
る
場
合
は
、
日
頃
か

ら
ど
の
よ
う
な
銘
柄
、
タ
イ
プ
の
加
熱
式
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
か
周
囲
の

方
も
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
期
限
は
翌
月
末
で
す
が
、
当
月
末
に
口
座
振
替
す
る
方

法
の
こ
と
を
「
早
割
」
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
現
金
納
付
の
場
合
は
当
月
末
ま
で
に

納
付
し
て
い
た
だ
い
て
も
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

お
申
し
込
み
は
「
口
座
振
替
申
出
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
（
金
融
機
関

へ
の
申
出
印
）
し
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
郵
送
、
ま
た
は
、
口
座
振
替
を
行
う

口
座
の
あ
る
金
融
機
関
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
口
座
振
替
申
出
書
」
は
市
役
所
健
康
保
険
課
窓
口
備
付
、
も
し
く
は
日
本
年
金

機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※早割申込後の最初の口座振替は、前月分（割引なし）
と当月分（50円割引）の２カ月分となり、その後は
当月分（50円割引）の１カ月分となります。

【参考】子ども・若者サポート情報第 196 号 (2023 年 5 月 30 日 ) 発行：独立行政法人国民生活センター　イラスト：黒崎 玄

【例：7月から早割の場合】

6 月分（通常）
16,520 円

（申込後最初）2カ月分振替 当月末振替

●早割（当月末振替）　　※各月 50円割引

7月分（早割）
16,470 円

8月分（早割）
16,470 円

6月分
16,520 円

8月末振替

●通常の口座振替（翌月末振替）

7月分
16,520 円

8月分
16,520 円

7月末振替

⑯市政の窓 2023.7 月号



宇宙科学技術館 TEL26‐9244/FAX26‐9245宇宙センターだより★★★★
★★

★★
★★★★ ★★

★★
★★
★★ ★★

★★

小
型
月
着
陸
実
証
機「
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
」

機
体
初
公
開

（
記
事
の
内
容
は
６
月
６
日
時
点
）

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより
■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225

　高齢の方は、体力が衰えたときに熱中症になりやすく、自宅で過ごしていても
数日かけて発症するケースがあります。また、「電気代の節約」「寝る前は水分を
がまんする」などの習慣と暑さバテで、夜間に自宅で熱中症になることが多くあ
ります。

熱中症に要注意！！

　

５
月
24
〜
26
日
の
３
日
間
、

南
種
子
中
学
校
２
年
生
の
生
徒

２
名
が
宇
宙
科
学
技
術
館
で
職

場
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

受
付
業
務
や
バ
ス
ツ
ア
ー
用

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
製
作
、
館
内

放
送
・
イ
ベ
ン
ト
で
使
わ
れ
る

水
ロ
ケ
ッ
ト
の
製
作
や
館
内
清

掃
な
ど
様
々
な
業
務
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

６
月
４
日
（
日
）、
種
子
島
宇
宙

セ
ン
タ
ー
の
衛
星
フ
ェ
ア
リ
ン
グ

組
立
棟
に
て
、
小
型
月
着
陸
実
証

機
「
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
」（
ス
リ
ム
）
の
報

道
関
係
者
向
け
機
体
公
開
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
「
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
」
は
、
将
来
の
月
惑

星
探
査
で
必
要
と
な
る
着
陸
技
術

と
探
査
機
シ
ス
テ
ム
の
実
証
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
科
学
研
究
所
の
メ

ン
バ
ー
を
中
心
と
し
つ
つ
、
全
国

の
大
学
等
の
研
究
者
が
集
ま
り
、

一
体
と
な
っ
て
検
討
・
開
発
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
は
、
種
子
島
宇
宙
セ

ン
タ
ー
か
ら
、
Ｈ-

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ

ト
47
号
機
で
打
上
げ
予
定
で
す
。

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

小型月着陸実証機
「ＳＬＩＭ」の機体

南
種
子
中
学
校
生
徒
が

宇
宙
科
学
技
術
館
で
職
場
体
験

【暑い時期を乗り切る体づくりのために】

　本格的な暑さを迎える前に、ウォーキングなどの運
動を 1日 30分間続けることで、暑さに強い体になり
ます。筋肉を使う運動もしましょう。ひざの屈伸など
の体操を自宅で行ったり、地域の体操教室に参加した
りしてみましょう。

　主菜と主食、副菜、汁物がそろった食事を心がけましょう。
食欲がないときは主菜（肉、魚などのおかず）だけでも食べましょう。

《暑さに備えて体力づくり》 《水分補給は足りていますか》
　体内の水分が足りなくなると、体温を調節す
る機能が低下し、血流も低下してしまいます。
飲んだ水分が体に吸収されるには時間がかかる
ため、のどの渇きを感じる前に、こまめに水分
を補給しましょう。

《食生活》

（夏バテ予防になるメニュー）
〇豚肉、うなぎなど
たんぱく質や脂肪、ビタミンが豊富
〇果物、野菜
ビタミンCが豊富

〇ヨーグルト、プリン、牛乳など
少量でもエネルギーがとれる
〇ゼリーなど
のどごしがよい

職業体験の様子

　

最
終
日
に
は
、
実
際
に
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
の
一
員
と
し
て
総
合
指

令
棟
（
R
C
C
）
の
案
内
を
担

当
し
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
終
了
後
、

お
客
様
か
ら
「
職
場
体
験
の
方

の
案
内
が
大
変
良
か
っ
た
」
と

の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
大

活
躍
で
し
た
。
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戸籍の窓

  

香
典
返
し
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
４
月
受
付
分
）

（
寄
付
者
名
）
（
住
所
）

（
故
人
名
）

中
原　

康
信

村
之
町

中
原　

ハ
ル
エ

橋
口　

ヱ
ミ

鞍
勇

橋
口　

政
範

長
野　

ヒ
ロ
子
里
之
町

長
野　

央

長
野　

か
つ
え
安
城
上
之
町
長
野　

敏
博

川
村　

久
子

中
西

藤
妻　

ノ
ブ

深
田　

チ
エ
ミ
深
川

深
田　

イ
ツ
子

※
一
般
寄
付

（
３
月
受
付
分
）　

西
之
表
シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ

　

倶
楽
部

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
と
し
て
ご
寄
附

を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の

た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

  

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  

う
ぶ
ご
え
（
〜
６
月
15
日
受
付
分
）

　
（
氏
名
）　　
　
　
（
住
所
）

福
園　

涼　
　
　
　

平
松

　
　

＆

川
原　

幸
子　
　
　

鴨
女
町

  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
末
永
く
お
幸
せ
に
。

  

ご
結
婚
（
〜
６
月
15
日
受
付
分
）

  

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

お
く
や
み
（
〜
６
月
15
日
受
付
分
）

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

有
馬　

朔さ
く玖

男

祐
樹

祥
子

野
首

大
田　

紬
つ
む
ぎ

女

力

由
季
乃
岳
之
田

古
川　

暖は
る
か華

女

真
樹

舞

洲
之
崎

榎
本　

結ゆ

な

こ
菜
子

女

幸
太
朗
早
紀

上
石
寺

大
瀬　

湊そ
う
す
け介

男

浩
要

汐
美

川
迎

長
野　

漣れ
ん
と翔

男

優
二

喜
栄

洲
之
崎

渡
瀬　

な
つ
め

女

隆
裕

め
ぐ
み
東
町

溝
田　

洸こ
う
た
ろ
う

太
郎

男

勇
気

由
樹

松
畠

笹
川　

陽ひ
い
ろ色

女

将
明

知
恵

川
迎

（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

野
間　

俊
一

77

川
迎

川
村　

チ
ヨ

95

下
能
野

鮫
島　

宗
継

93

形
之
山

大
石　

斗
市

97

今
年
川

池
村　

善
四
郎

86

天
神
町

種
子
田　

義
照

81

近
政

平
山　

ミ
フ
子

87

深
川

宮
田　

朱
美

61

鴨
女
町

古
園　

信
一
郎

65

池
之
久
保

山
田　

ス
ズ
子

92

軍
場

榎
本　

ヤ
ス

100

納
曽

鮫
島　

㓛

88

浜
之
町

塩
﨑　

新
一

71

大
崎

岩
元　

ヨ
シ
子

92

鴨
女
町

遠
藤　

博
一

53

野
首

山
﨑　

松
江

89

野
木
平

轟
木　

す
ず
子

66

朝
日
が
丘

広告広告
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江
戸
時
代
の
豊
作
祈
り
し
田
の
神か

ん
さ
ー様

団
地
の
中
に
御お

み

き
神
酒
受
け
座
す

令
和
五
年
孫
も
今
日
か
ら
中
学
生
未
知
の
世
界
を
無
理
せ
ず
行
き
な

君
は
今
何
処
を
旅
し
て
い
る
の
か
な
君
の
ス
マ
ホ
を
僕
に
預
け
て

竹
の
子
の
シ
ー
ズ
ン
古
希
を
過
ぎ
た
れ
ば
山
に
入
る
を
難
事
に
思
う

流
れ
聞
く
大
鯉
い
ず
こ
と
尋
ね
ゆ
く
せ
せ
ら
ぎ
清
く
あ
っ
ぽ
う
の
里

小
石
ま
で
透
き
と
お
り
て
足
す
く
む
我
の
心
を
見
透
か
す
よ
う
に

行
き
た
い
な
日
本
国
中
廻
る
旅
足
腰
立
つ
う
ち
健
康
な
う
ち

春
嵐
海
鳴
の
浜
に
ぎ
や
か
に
眠
れ
ぬ
夜
は
ゲ
ー
ム
で
夜
明
け

シ
ベ
リ
ヤ
の
春
と
は
如
何
な
る
春
な
り
や
鶴
の
北
帰
を
聞
き
つ
ら
思
う

新
し
き
ラ
ン
ド
セ
ル
も
い
て
近
辺
は
登
校
の
子
等
声
の
に
ぎ
や
か

口
開
け
の
島
の
名
物
ナ
ガ
ラ
メ
は
も
は
や
届
か
ぬ
キ
ロ
９
０
０
０
円

う
ぐ
い
す
の
初
声
ほ
め
れ
ば
カ
ア
カ
ア
と
お
ぜ
は
よ
か
と
に
ま
た
鳴
く
カ
ラ
ス

八
十
路
坂
子
ど
も
の
頃
の
宝
箱
恩
師
の
便
り
涙
で
ぼ
や
け

ス
タ
ー
ト
は
木ぼ

け瓜
一
輪
の
花
リ
レ
ー

追
憶
の
蝉
の
初
鳴
き
足
を
止
め

友
だ
ち
が
遊
び
に
来
た
と
子
よ
ろ
こ
ぶ

鹿
児
島
市
・
宇
都　

待
子

鹿
児
島
市
・
大
山　

貴
美
子

千
葉
県
・
小
山
田　

操

若
宮
・
椎
木　

秀
幸

桜
が
丘
・
下
玉
利　

明
子

中
西
・
新
藤　

富
美
惠

下
能
野
・
髙
𣘺　

香
代
子

下
能
野
・
髙
𣘺　

ミ
ユ
キ

朝
日
が
丘
・
中
村　

ツ
ヤ

桜
が
丘
・
倍　

由
美
子

西
町
・
濱
田　

千
代

榕
城
中
目
・
古
澤　

勝

鹿
児
島
市
・
吉
盛　

正
子

中
野
・
鏑
木　

康
子

鹿
児
島
市
・
用
貝　

凛

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
あ
ゆ
み

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
へ
10

日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
、
ご
連
絡
先
を
明
記
の

う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
、
一
人
一
点
と

さ
せ
て
頂
き
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

［火　災］
出火件数　0件
うち建物　0件
［救　急］
出動件数　61件
うち急病　42件

5月分
火火災・救急災・救急

暮らしの窓
発生件数　   1 件
死 者　   0 人
負 傷 者　   1 人

6月 10日現在（R5年累計）
交交通事故通事故（人身事故）

広告広告

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,544 3,876 7,420 3,934
上西 222 241 463 268
下西 1,030 1,082 2,112 1,171
国上 465 484 949 551
伊関 176 201 377 211
安納 170 173 343 193
現和 535 566 1,101 628
安城 145 135 280 160
立山 50 41 91 51
中割 34 33 67 48
古田 159 183 342 183
住吉 354 428 782 454

［校区別］

［人口］
全体 14,327 人（+11）
男性 6,884 人（+13）
女性 7,443 人（－ 2）
［世帯数］
7,852 世帯（+10）
（　）内の数字は前月比

5月末現在
人人口・世帯口・世帯

青果状況【5月】

内　訳 入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根菜類 1,462 512 2,628 342
葉茎菜
　　類 1,266 254 3,454 394

果菜類 3,141 775 2,297 421
その他 6,721 1,745 845 185
小 計 12,590 3,286 9,224 1,342

果
物
類

かん
きつ類 0 0 441 42

果瓜類 10 3 327 74
その他 459 300 220 84
小 計 469 303 988 200

鳥 卵・　　
加 工 品 等 35 13 600 271

花　類 15,381
本 512 0

本 0

区　分 島内産 島外産
入荷量
24トン

13トン
（54％）

11トン
（46％）

取引額
592万円

411万円
（69％）

181万円
（31％）

　野菜・果物・花類の出荷をご希
望の方は、種子島公設地方卸売市
場をご利用ください。
《7月の休み》
2日・5日・9日・12日・16日・17日・
19日・23日・26日・30日

■問合せ先
種子島公設地方卸売市場
☎ 22‐0216

7 月 当番スタンド

2日 ㈱三栄石油商会（天神町）

9日 種子島石油㈱（鴨女町）

16日 ㈲和人組（上石寺）

23日 ㈱有馬石油店（西町）

30日 ㈱三栄石油商会（天神町）

ススタンドタンド
　　　　日曜日当番表　　　　日曜日当番表
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株
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子
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この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。

広
告
の
ひ
ろ
ば

こ
の
広
告
収
入
は
、
広
報
紙
発
行
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。
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Ｐ
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ら
続
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小坂しろあり

日昇製糖工場

日
昇
製
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黒
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